
広田団地市営住宅給水管仕切弁修繕

令和 7 年度

五所川原市　建設部　建築住宅課

M-1

M-2

　配　置　図

　A 、B 部　配置兼平面図　断面図

M-3 　C 部　配置兼平面図　断面図　バルブ取付け要領図

M-4 　D 部　配置兼平面図　断面図

図面リスト
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五所川原市

建設部　建築住宅課
M－1

課　長 係　長 係 製　図
縮　　尺

設計年月
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作業の概要

注　　記

・作業範囲に支障がある駐車スペースの利用者には、事前に作業日程等を告知すること。

・作業を実施するにあたり、可能な限り市営住宅入居者の生活、交通に支障が無いよう作業工程を検討すること。

・給水管は、布設後40年以上経過しており、老朽化が進んでいるため、慎重に作業すること。

・不断水バルブは、エスゲートＥＸ、ＭＮ(水研)を見込んでおりＥＭ(エンドミル)不断水バルブ工法で行うものとする。

・撤去したアスファルト塊及び弁筐等は、適正な処分を行うこと。

(1,4
17)

8,66
1

φ400

・バルブ取付けの際に、廃止済みの旧ガス管等の障害物が干渉する場合は、ユニバーサルジョイントを取付け対応すること。

C

D

・Ａ～Ｄ部の掘削時に、廃止済みの旧ガス管を掘り当てた場合も、ガス供給業者の立会いおよび指示を仰ぐこと。

ガス供給業者
(株)ミツウロコヴェッセル東北 五所川原店

五所川原市字栄町 50　TEL 0173-34-3027

R6 市水本管より分岐

R6 新設

広田団地市営住宅給水管仕切弁修繕修繕名称

・Ｄ部の作業にあたっては、凍結工法により一時的に止水し、既存SGP-VB40Aを切断後、埋設用仕切弁40Aをカップリングを介して取り付けるものとする。

････作業場所を示す　N=4ヶ所

・Ｃ部、Ｄ部の作業にあたっては、作業範囲に布設替え済みの簡易ガス管が埋設されていることから、ガス供給業者の立会いのもと作業を行うこと。

2025.9 (R7)

・本修繕は、広田団地市営住宅の団地内市道及び構内に布設されている専用給水管仕切弁の動作不良を解消するため、バルブを新設するものである。
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備　　考

広田団地市営住宅給水管仕切弁修繕修繕名称

作業箇所

作業箇所
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仕切弁

簡易ガス管 PE

汚水管 HP、VU

DIP、SGP-VB

名　　称記　号

記号凡例

専用給水管

･･･(株)ミツウロコヴェッセル東北

備　　考

作業の概要

　同時に既存給水管(DIPφ100)の経路を確認するものである。

・建物内に引込んでいる給水管(SGP-VB)の仕切弁の老朽化に伴う、仕切弁の新設と

注　　記

・仕切弁は、埋設用仕切弁 40A(プレインゲート、平行外ねじ、キーボックス)：前

　澤給装工業(株)を見込んでいる。

　会いのもと細心の注意を払い作業すること。

・ガス管(PE-50A)が土被りGL-600程度で埋設されているため、ガス供給業者の立ち

・バルブ取付け後、汚れ、水滴等を拭き取り、バルブ接続部及び配管にペトロラタ

　ム系防食処理を施し埋め戻すこと。

・既存の制水弁用鉄蓋は、撤去後、山砂・砕石を充填しアスファルト合材で穴埋め

　補修を行うこと。

広田団地市営住宅給水管仕切弁修繕

 C 部　配置兼平面図　断面図　バルブ取付け要領図

修繕名称

・作業は、液体窒素による不断水凍結工法で行うものとする。

作業箇所

2025.9 (R7)
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注　　記

作業の概要

・建物内に引込んでいる給水管(SGP-VB)に不断水バルブを取付けるものである。

・不断水バルブは、エスゲートＭＮ(水研)を見込んでおり、ＥＭ(エンドミル)不断水バルブ工法で行うものとする。

・バルブ取付け時に既存の配管防食処理材を必要に応じて撤去し、取付け完了後、再度ペトロラタム系防食材で復旧すること。

汚水桝

仕切弁

簡易ガス管 PE

汚水管 HP、VU

DIP、SGP-VB

名　　称記　号

記号凡例

専用給水管

･･･(株)ミツウロコヴェッセル東北

備　　考

・既存の量水器ボックス及び制水弁用鉄蓋は、撤去後、山砂・砕石を充填しアスファルト合材で穴埋め補修を行うこと。

・既存の量水器ボックス撤去においては、ボックス内のバルブの二次側をプラグ止めし埋め殺しとする。

・弁筐の蓋の鍵穴には土砂の流入防止策を講ずること。

・受盤は、バルブ本体に合わせて穴開け加工し、弁筐の座台に代用すること。

広田団地市営住宅給水管仕切弁修繕修繕名称

・作業範囲には、ガス管(PE-50A)が土被りGL-600程度で埋設されているため、ガス供給業者の立ち会いのもと作業すること。

作業箇所

2025.9 (R7)


